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概 要  

本研究は，特別支援学校小学部と小学校の学校間交流において，児童や交流活動に関する情報共有シート  

を開発し，その活用方法と課題を検討した。本研究では2種類の情報共有シート（情報交流シート 交流学  

習メモ）を開発し，試行的に活用を試みた。その結果，シートの様式やシートを活用することで，教師間の  

共通理解を図ることができ，さらには両校の目標や児童の様子を把握する上で有効なものであったことが示  

唆された。しかしながら，作成にかかる教師の負担や作成の時期等の課題も残った。本研究では，使用した  

情報共有シートが有効であることが示唆されたが，今後は他校との学校間交流でも活用し，検討を深めてい  

く必要がある。  

成」に加え「教科等のねらいの達成」が新たに加  

わり，これらの両側面を一体として捉えるものと  

示された（全国特別支援教育推進連盟，2007）。  

このような交流及び共同学習を展開する上で重要  

なものとして，交流及び共同学習に関係する教師  

間の連携があげられる。文部科学省（2008）小学  

校学習指導要領解説総則編では，「交流及び共同  

学習の実施に当たっては，双方の学校同士が十分  

Ⅰ 問題と目的  

障害のある児童生徒の理解を深めるために欠か  

すことのできない教育として交流及び共同学習が  

あげられる。交流及び共同学習は，障害者基本法  

の一部改正（2006）を受けて，その名称が変更に  

なった。それに伴い，これまでの交流教育のねら  

いであった「社会性を育てる」や「人間関係の育  
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